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第 3 回 中央区自治協議会 会議概要 
開催日時 令和 5 年 6 月 30 日（金曜）午後 3 時から午後 5 時まで 

会  場 中央区役所 5 階 対策室 

出 席 者 委 員 
渡辺(雅)委員、玉木委員、豊島委員、米倉委員、髙田委員、上之山委員、 
唐沢委員、伊藤委員、野澤委員、樋口委員、山岸委員、鈴木委員、 
⻑⾕川委員、井上委員、吉岡委員、小林(栄)委員、渡邊(俊)委員、 
小林(寿)委員、田中(雅)委員、渡部委員、佐藤委員、八木委員、高橋委員、
髙見委員、田中(晴)委員、小奈委員、森本委員、松川委員、桐生委員、 

若木委員、北川委員 
出席 31 名 
欠席 1 名 
(中嶋委員) 
 

事務局・説明者  
[新潟市] 保育課、東部下水道事務所雨水対策推進室  

［新潟市教育委員会］教育⽀援センター所⻑、中央図書館⻑、中央公⺠館⻑ 
[中央区役所] 区⻑、副区⻑、窓口サービス課⻑、健康福祉課⻑、建設課⻑、 

東出張所⻑、南出張所⻑、地域課⻑、地域課⻑補佐 

議 事 １ 開会 
 

○ 会議の成立について 
委員 32 名中 31 名出席のため、規定により会議は成立 
 

２ 議事（議⻑＝佐藤会⻑） 
 
（１）市立保育園配置計画に基づく山潟保育園の閉園（案）について 

（意見聴取）（資料 議 1） 
○ 保育課より、市立保育園配置計画に基づく山潟保育園の閉園（案）に

ついて説明がありました。 
 佐藤会⻑より、鳥屋野潟南部の開発が進むことにより、移住者が増

える可能性があるが、園児数の予測は適正なものなのかという質問
がありました。保育課⻑より、開発の状況に応じて、随時対応を検
討していくと回答がありました。 
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３ 報告 
 
−−−委員活動報告−−− 
（１）委員からの報告について 
  ①新潟市区⾃治協議会会⻑会議（資料 報 1） 
 

○ 佐藤会⻑より、新潟市区⾃治協議会会⻑会議の開催概要について報告
がありました。 

 
②信濃川やすらぎ堤利用調整協議会（資料 報 2） 
 

○ 田中(雅)委員より、信濃川やすらぎ堤利用調整協議会の開催概要につ
いて報告がありました。 
 上之山委員より、やすらぎ堤でランニングやウォーキングをしてい

る方への配慮について提案してほしいという要望がありました。 
 

（２）部会からの報告について（資料 報 3-1 3-2 3-3 3-4） 
 

○ 「第１部会」松川部会⻑、「第２部会」米倉部会⻑、「第３部会」田
中(雅)部会⻑、「第４部会」唐沢部会⻑より、各部会の開催概要及び
検討内容について報告がありました。 

 
−−−各所管課からの説明（報告）−−− 
 ※すべての報告が終わってから質疑応答を行いました。 
 
（３）令和 4 年度及び令和５年度中央区組織目標について（資料 報 4） 
 

○ 中央区⻑より、令和 4 年度及び令和５年度中央区組織目標について
説明がありました。 
 

（４）中央区区ビジョンまちづくり計画第１次実施計画について（資料 報 5） 
 

○ 地域課⻑より、中央区区ビジョンまちづくり計画第１次実施計画につ
いて説明がありました。 

 
（５）令和６年度中央区特色ある区づくり予算について（資料 報 6） 
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○ 総務課⻑より、令和６年度中央区特色ある区づくり予算について説明
がありました。 

 
（６）令和５年度教育委員会の主な事業について（資料 報 7） 
 

○ 教育⽀援センター所⻑より、令和５年度教育委員会の主な事業につい
て説明がありました。 

 
（７）鳥屋野・万代・下所島排水区浸水対策事業について（資料 報 8） 
 

○ 東部下水道事務所雨水対策推進室⻑より、鳥屋野・万代・下所島排水
区浸水対策事業について説明がありました。 

 
＜質疑応答＞ 

 北川委員より、令和４年度中央区組織目標取組結果の「回遊性を高
めた」という記載について、何か数値目標があって達成できたから
そう考えているのか、あるいはスタンプラリーの参加者が多かった
からそう考えているのかという質問がありました。また新潟市総合
計画のホームページのアクセス数は把握しているのかという質問が
ありました。区⻑より、回遊性については、参加者数を基準にして
いること、総合計画のホームページのアクセス数については調べて
お知らせすると回答がありました。 

 松川委員より、①北川委員の意見にあった回遊性に関して、歩行者
数などの具体的な数値を示してほしいという意見、②ミズベリング
に関して、新潟駅の案内板を設置するなど事業のＰＲをうまくやっ
てほしいという意見、③鳥屋野・万代・下所島排水区浸水対策事業
の事業の目的に挙げられていた計画降雨強度を 50 ミリに引き上げ
ることについて、50 ミリの降水量は近年珍しいことではないが、
対策は十分なのかという質問がありました。①について、区⻑よ
り、調べてお知らせすると回答がありました。②について、区⻑よ
り、⾃治協議会からのご意見ということで、協議会でお伝えし、来
年度以降の事業に生かしたいと回答がありました。③について、東
部下水道事務所雨水対策推進室⻑より、全国的に降水量 50 ミリは
10 年に 1 度というのが標準とされているので、全体としてはそれ
に合わせているが、現場の状況に合わせて対応も検討していると回
答がありました。 

 若木委員より、中央区区ビジョンまちづくり計画に関して、⾃治協
議会委員として、計画を練り、あるべき形を作って提言するべきと
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いう意見がありました。佐藤会⻑より、どんな新潟にするべきか検
討することも各部会でやっていこうと回答がありました。 

 森本委員より、中央区組織目標について、詳細な評価を明確にして
もらい、⾃治協議会委員との意見交換をすることも必要なのではな
いかという意見がありました。区⻑より、各課の組織目標や評価の
詳細についてはホームページで確認していただきたく、また、頂い
た意見については、来年度以降の取組結果を作成するときの参考に
させていただくと回答がありました。 

 田中(雅)委員より、中央区区ビジョンまちづくり計画について、昨
年度もひらがなで表記する「にぎわう」と漢字で表記する「賑わ
い」の違いについて質問し説明を受けたが、納得できなかった。⾃
治協議会の中からそういう意見があったということを心して取り組
んでほしいという意見がありました。また、「ハマベリング!!!」に
ついて、この事業によってこの地区がどうなっていくのか住⺠は⾮
常に不安を覚えているため、地域住⺠に丁寧な説明を求めたいとい
う意見がありました。地域課⻑より、中央区区ビジョンまちづくり
計画の表記については改めて説明すると回答がありました。「ハマ
ベリング!!!」については、コミュニティ協議会やしもまちにある団
体などを通じて地域の方へ説明をしているところであると回答があ
りました。また、近隣の学校の学生など若い方たちが主体的にイベ
ントに取り組んでもらう形も考えて調整をしており、区全体で取り
組んでいくので、皆様からもご協力いただきたいとお願いがありま
した。 
 

 
４ その他 
 
（１）区役所からのお知らせ 
  

① 「日和山浜魅力創出事業〜ハマベリング!!!〜」について 
 

○ 地域課⻑より、「日和山浜魅力創出事業〜ハマベリング!!!〜」につい
てお知らせがありました。 

 
②「日和山浜で思い出フォトキャンペーン」について 

 
○ 地域課⻑より、「日和山浜で思い出フォトキャンペーン」についてお
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知らせがありました。 
 

③「WEST  COAST  REMIX  PARK  NIIGATA」について 
 

○ 地域課⻑より、「WEST  COAST  REMIX  PARK  NIIGATA」に
ついてお知らせがありました。 
 

（２）総務運営会議からのお知らせ 
   

○ 佐藤委員より、委員提案に基づく討議の提案事項に関して、総務運営
会で検討した内容について説明がありました。 

 
（３）その他 

○ 髙田委員より、第 8 期に行った第 3 部会のアンケートの結果も参考
に部会の活動テーマを検討してほしいという意見がありました。 

 
５ 閉会 

 
県議・市議 4 名 
傍 聴 者  1 名 
報 道 機 関  0 社  


